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沖縄県における
不発弾処理の現状1

　戦後68年を迎えた沖縄県では、イン
フラの整備や更新の工事を行うたびに
未だに磁気探査による不発弾調査が行
われている。これは、昭和 49 年那覇
市の下水道工事において、鋼矢板の打
ち込み中に不発弾に接触し爆発すると
いう大事故が発生したことによるもので
ある。この大事故では、死者 4 名負傷
者 34 名に及ぶ人的被害のほか、多数
の家屋や車両などにも被害が及んだ。

また、平成 21 年 1月に糸満市の水道
工事において、大型ブレーカによる岩
掘削中に突然不発弾のものと思われる
爆発があり、重機オペレータ1 名が重
傷を負ったという事故も起きている。こ
の事故ではさらに、この爆発による爆風
で50mほど離れた老人ホームのガラス
窓 100 枚ほどを吹き飛ばした。その割
れたガラスにより入所者のお年寄りが
足に軽傷を負っただけで済んだことは
不幸中の幸いであった。万が一、多く
の方がその割れたガラスを全身に浴び
ていたとしたら、大惨事になっていた可
能性もある。
　沖縄県だけではなく、全国で発見さ
れた不発弾は自衛隊によって回収や現
地爆破などの不発弾処理が行われてい

る。平成 24 年には全国で約 1,400 件
の不発弾の発見・処理が行われてい
る。そのうち沖縄県では半数以上の約
750件を数え、不発弾の重量では毎年
約 20t が発見・処理されているのが現
状である。
　平成25年10月現在の陸上自衛隊第
一混成団（那覇）の報告によると通算
処理数が3万件を越え、重量ベースで
1,500t、回収弾数では137万発を越え
たとある。依然、沖縄県内には推定で
約2,500tの不発弾が残存しているとみ
られており、それら全てを発見・処理
するには80年から100年かかるといわ
れている（写真−1、表−1、図−1）。
　このように沖縄県内において、インフ
ラ整備のための掘削作業には、事前に
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写真−1　不発弾発見状況（250kg）

区分 件数
（前年比）

重量（トン）
（前年比）

全国
（沖縄含む）

1,430
（−148）

約46.1
（＋7.9）

沖縄 746
（−131）

約18.9
（−4.0）

表−1　平成24年度自衛隊による陸上不発弾
発見・処理実績　　　　　　

図−1　過去5年間の不発弾処理実績

参考資料：平成24年度自衛隊の災害派遣及び不発弾等処理実績についてより抜粋

平均件数：1,536件／年　平均重量：48.4トン／年
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磁気探査による不発弾調査を実施する
ことが義務付けられている。このような
沖縄県特有の条件を踏まえ、磁気探査
時の異常点の確認探査および除去工法
を検討し、ここに確立することができた
ので以下に報告する。

非鉄による確認探査の誕生2
　以下の工事を施工するにあたり、施
工前の不発弾調査の実施を検討した。
現場は、狭隘な施工条件から大型の
仮設土留めができないことや掘削深度
が深いことなどの問題点が明確になっ
てきた。そこで施工方法から再検討し、
非鉄ケーシングによる掘削および探査
による施工方法にたどり着いた。ここで
は異常点の確認探査および除去工法の
誕生秘話を以下の内容に紹介する。
工 事 名：安謝川ボックスカルバート
　　　　　改修工事
工　　期：自平成20年12月
　　　　　至平成24年3月

発 注 者：沖縄県土木建築部南部土木
　　　　　事務所
請負金額：当初 ¥898,747,500-
　　　　　最終 ¥1,032,890,250-
請 負 者：㈱豊神建設・㈱丸石建設
　　　　　特定建設工事共同企業体
工事概要：国道329号線直下の沖縄県

管理のボックスカルバートを
改修する目的で工事が発注
された。ボックスカルバート本
体の改修に仮設工（鋼管によ
るパイプルーフ工法の発進立
坑）の施工が重要であった。

2.1　別途磁気探査業務
　別途調査業務による磁気探査調査
が 行 わ れ た 結 果、 異 常 点 197 点 φ
2,000mm 坑 分 56 箇 所という膨 大 な
結果となった。（掘削深度 H ＝ 2.5 〜
12.5m）（図−2、3）
2.2　確認方法の対策
　発注者および探査業者も対応に苦し
み、弊社 JV への確認探査工法などの
依頼があった。JVスタッフは、すぐさま
本社にて検討会議を開催し、以下の課
題の抽出および検討を行った（写真−
2、3）。

写真−2　狭隘な施工箇所 写真−3　大型仮設施工状況
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図−2　異常点平面図
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図−3　異常点断面図


